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 令和５年６月１日会議概要  

 

                           

第１　日時　 

　　　令和５年６月１日（木）午前９時20分から午前11時15分までの間 

 

第２　出席者　 

　　　森田委員長、増田委員、在田委員、池坊委員 

　　　警察本部長、総務部長、警務部長、生活安全部長、地域部長、刑事部長、交通部長、　　

　　　警備部長、京都市警察部長、情報通信部長等 

      《書記　公安委員会補佐室長、公安委員会補佐室室長補佐》 

 

第３  議事の概要 

　１　議題 

(1) 第20回統一地方選挙違反取締りの総括について　　　　　　　　　　　　 

刑事部長から、第20回統一地方選挙違反取締りを実施した結果、買収事件等６事件20人

 の検挙と26件の警告を行った旨、報告があった。

委員長から「ご苦労さまでした。」との発言があった。 

 

(2) 自転車ヘルメット着用状況等について　　　　　　　　　　　　　　　　 

    交通部長から、自転車ヘルメットの着用率の現状について説明があり、着用率向上のた

めの取組を継続する旨、報告があった。ヘルメットの購入や着用を促進させる対策やポス

ターや動画を活用した情報発信を継続するとともに、若者に身近なこととして感じてもら

うために、交通安全と防犯の動画「ヘル＆ロック」を新たに作成し、府警ホームページに

アップして、興味をもった学生がスマホで拡散することを期待する等、自転車をめぐる諸

 対策に関し、生活安全部と連携して取り組む旨、説明があった。

委員長からは、「非常におもしろい動画であり、多くの人に見てもらえるような広報活動

をお願いする。」旨、発言があった。 

 

(3) 交通部と協働した「ロックの日」における広報啓発活動の実施について　　　　　　　 

    生活安全部長から、日本ロックセキュリティ協同組合が、防犯性能の高い建物錠（ＣＰ

錠）の普及促進を目的に、６月９日を「ロックの日」に定めたことを受け、当府警におい

ても同日、鍵掛けをテーマとした侵入盗や自転車盗の防止に関する啓発に加え、交通部と

連携し、自転車ヘルメット着用促進の啓発活動を合わせて行うという取組を実施する旨、

報告があった。活動内容について、ＪＲ二条駅前ＢｉＶｉ二条において、中京警察署や本

部の生活安全部及び交通部の職員が、防犯ボランティア等とともに、自転車用ヘルメット

の着用及び自転車施錠の促進施策「ヘル＆ロック」のイラストをデザインしたチラシ等の

配布や、デジタルサイネージを利用した動画の放映等、各種広報啓発活動を実施する旨、

 説明があった。

委員長からは、「府民への啓発活動をよろしくお願いする。」旨、発言があった。 

 

(4) 「仕掛学」を用いた自転車盗抑止対策の実施について　　　　　　　 

生活安全部長から、増加傾向にある自転車盗抑止対策のため、４つのモデル警察署にお
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いて「仕掛学」を用いた対策を実施し、その効果を検証する旨、報告があった。交通部と

共同制作した「ヘル＆ロック」のシンボルマーク等をデザインした啓発タグを防犯ボラン

ティア等とともに、駐輪中の自転車に取り付ける等して、その抑止力についての効果を検

 証する旨、説明があった。

委員長からは、「３箇月後の検証結果についても報告いただきたい。」旨、発言があった。 

 

(5) 京都工業会「京都工業クラブ」でのアウトリーチ活動について　　　   　 

　　警備部長から、５月23日、京都経済センターにおいて、京都工業会会員企業の経営者等

に対して、「外国への情報流出のリスク」や「経営とサイバーセキュリティ」等経済安全保

障対策に関する講演を行うとともに、情報通信部が標的型メールによるウイルス感染や、

ランサムウェアが仕掛けられるという実演を行った旨、報告があった。終了後、参加者か

ら「印象に残る非常に良い企画だった。」「経営者層が情報共有することが重要で大変参考

になった。」等の評価を受けるとともに、更なる講演の依頼があり、今後も講演活動を広げ

 ていきたい旨、説明があった。

委員長からは、「実際、このようなことがあることを知れば注意することにつながるので

意味のあることだと思う。有意義な活動であり、継続していただきたい。」旨、発言があっ

 た。

 

　　(6) 監察案件 

 首席監察官から、監察案件１件について報告があった。

 

　　(7) 本部長総括 

        本部長から、「統一地方選挙について、多くの事件検挙があり成果が上がった。特に福知

　　　山署については、２件検挙があり、署を挙げての努力が実を結んだ。このような摘発型の

　　　事件は、情報が事前になければできないし、強い意志がなければ検挙に結びつかない。今

　　　回は、府警全体で、また署を挙げて取り組んだということで評価している。」「ヘル＆ロッ

　　　クについては、交通部と生活安全部が連携をして実施するという点が非常に画期的であり、

　　　縦割りになりがちなところ、このような取組を府警全体でやっていくことが必要。」「サイ

　　　バー攻撃の話では、本当に大事な情報はインターネットと切り分けないと、完全に防御は

　　　できないと考えている。しかし、切り離していても、情報漏洩する人間が内部にいる等、

　　　人為的な問題で外部に出るという話もよくあることで、その両面をとらえていかないと情

　　　報は守れないと考える。」旨、発言があった。 

 

　２　個別決裁 

      公安委員会宛て苦情について（処理１件）　　　　　　　　　　　　　　 

      公安委員会補佐室室長補佐から、公安委員会宛ての苦情等申出に関して、調査結果及び通

知案の説明があり、審議の上、通知内容を決定した。 

 

　３　聴聞等 

　　　運転免許関係行政処分について　　　　　　　　　　　 　　　　　   　   

  　　交通部聴聞官から、道路交通法の規定に基づく運転免許の行政処分に係る聴聞、意見聴取

の結果について説明があり、14件の行政処分を審議した。 

 

  ４　個別報告 

      当面の行事予定等について                                   　　　　 
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　  　公安委員会補佐室長から、次回の公安委員会定例会議及び出席予定行事等について報告が

 　　あった。

 


